
平 成 ２８ 年 度    学 校 経 営 計 画 に 対 す る 最 終 評 価 報 告 書 

                                                                                                                                                                                   石川県立金沢辰巳丘高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析及び来年度への展望《改善策等》 
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学習意欲を向上させ

、個に応じた進路実

現を確かなものとす

る。 

① 

 

 

 
 

「授業参観週間」を学期に１回

設け、複数回の参観を行う。Ｉ

ＣＴの有効活用など「相互のス

キルアップ」をはかり、授業改
善を促進する。 

教務課 

 

各教科 

 
 

 他の教員の授業を参観した回数が年間７回以上の教員の割合が 

 Ａ ９０％以上である 

 Ｂ ８０％以上である 

 Ｃ ７０％以上である 
 Ｄ ７０％未満である 

        Ｄ 

 ３月の調査で 

 

 ７回以上  ５３％ 
 

 最後の授業参観週間（１月１６日～２７日）後、機会あるごとに参観を

呼びかけたが目標には達しなかった。５回以上の割合は９５％に達してお

り、来年度こそ目標が達成されるように、授業参観の恒常化を図りたい。

また、参観が相互のより良い授業づくりに活かされるよう教科会等で情報
の共有を促していきたい。    

 
 

 

 

 

 
 

 

ＩＣＴ等を活用 
し、魅力ある授業

の展開に努め、本

校の学力スタン

ダードを実践す

る。 

 

 
 

 

 

 

 
 

② 

 
 

 

 

 

 ＩＣＴ機器を活用した、よ 

り効率的で効果的な授業を実 
践する。 

 

 

 

 

教務課 

 
情報課 

 

各教科 

 

 本校の教員はＩＣＴ機器を活用して、わかりやすく興味の湧く授

業を実践していると答える生徒の割合が 
 Ａ ８５％以上である 

 Ｂ ７５％以上である          

 Ｃ ６５％以上である 

 Ｄ ６５％未満である 

        Ｂ 

 １月末の生徒アン
ケートで 

 

    ７９．８％ 

 

 積極的にＩＣＴ活用に取り組む職員が増加してきたが生徒も単純な利用

では興味を示さなくなってきている。継続して効果的利用法を研究してい
く必要がある。また、今後タブレットの導入が本格化される見込みであり

、その研究も必須である。校内研修会等を定期的に持ち、わかりやすく魅

力のある授業づくりを目指したい。 

  

   

   

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
                  

 
 

③ 

 

 
 

 

「言語活動の充実」という共通

のテーマで生徒の学力向上に

つながるより効果的な言語活
動を学校全体で行う。 

 
 

教務課 

 

各教科 
 

 

 言語活動に意識して取り組んでいる教員の割合が 

 Ａ ９０％以上である 

 Ｂ ８０％以上である 
 Ｃ ７０％以上である 

 Ｄ ７０％未満である 

        Ａ 

 ３月の調査で 

 
  ９２．９％ 

 

 本校のスクールポリシーとして掲げられた事項でもあり、職員も積極的

に取り組んでいる。生徒同士での話し合いや自身の意見を発表する場面を

設ける授業づくりは頻繁には実施できないが、グループ活動やプレゼンテ
ーションについてはＩＣＴの活用とからめて各教科に取り組みを求めてい

きたい。 

④ 
 

 
 

 

 家庭での学習習慣の定着を 
ねらいとする効果的な課題を 

与え、家庭学習時間を増加さ 
せる。 

 

教務課 
 

各学年 
 

各教科 

 課題の提出率が 
 Ａ ９０％以上である 

 Ｂ ８０％以上である 
 Ｃ ７０％以上である 

 Ｄ ７０％未満である 

        Ｂ 
 １月末の生徒アン

ケートで 
 

  ８４．３％ 

 各学年が独自に様々な工夫を凝らして毎年提出率が伸びてきている。（
昨年度より５．３％増加）課題の量や内容も各教科で精査し、年間の計画

も提示されていて、生徒も取り組みやすくなっている。また、朝学習とか
らめるなどして学習したものがより定着する方策も考えていく必要がある

。 

 

⑤ 

 
 

 

 
 

 キャリア教育の充実ととも 

に、個人面談を継続的に行い、 
目標を明確化させ、有意義な 

高校生活を送るよう教育活動 

を行う。 
 

進路 

指導課 
 

各学年 

 
 

 本校でのキャリア教育が意義あるものとなっていると答える生

徒の割合が 
 Ａ ９０％以上である 

 Ｂ ８５％以上である 

 Ｃ ８０％以上である 
 Ｄ ８０％未満である 

    Ｂ 

 １月末の生徒アン
ケートで 

 

  ８６．５％ 
 

 キャリア教育は進路指導だけでなく学校全体で取り組むべきだという意

識を持って全職員がキャリア教育充実に向けて実践していく。 
 また進路ガイダンスや卒業生インタビューなど多くの進路活動を通して

生徒一人ひとりが自らの進路について考えるようになった。面談について

は時間の確保が難しい。来年度は面談週間を設定するなどの工夫が必要で
ある。 

 

 学校関係者評価委員会の評価 

 
 

 

アンケートの結果からも適切な指導が行われ、徐々にではあるが学習効果も上がっていると感じられる。家庭学習時間が少ないとはいうものの、詳細に見るといわゆるゼロ勉の生徒が減少しており、

底上げがなされているとはっきりわかる。プレゼン能力なども意識的に指導され、社会に出てから役に立つ力の育成に尽力されていることに感謝する。今後もこの流れを大切にして生徒を伸ばしてい
ってほしい。 

 

 

 学校関係者評価委員会の評価 

 結果をふまえた今後の改善策 

 

 
 

 

 タブレットの導入が進むと思われるので、これまでとは違った形でのＩＣＴ活用を研究していく。そのため、各種研修への参加を奨励し、その成果を校内全体で共有する。また、先進校視察を行っ

ており、アクティブラーニングを意識した対話のある授業をめざし、校内授業参観は他教科の授業を含め積極的に行う一方、近隣中学校と連携し多様な生徒に対応した授業参観も実施して、授業力の

向上を図る。キャリア教育に関しては３年間を見通した計画的・体系的な内容を実施する一方、面接週間を設けるなど個人面談を更に充実させ、生徒一人ひとりの進路実現を支援する。さらに、時代

の流れに沿った職業研究も合わせて行っていく。 
 

 
 

 

 
 

 

 

 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析及び年度末への展望《改善策等》 
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学校の魅力を更に磨

き、生徒・保護者・

地域から信頼される
、開かれた学校づく

りに努める。 

① 

 

 
 

 

 

 地域及び小中学校等との交

流活動や各種の情報紙等によ

る広報活動を通して、本校の教
育活動への理解と協力を促進

する。 

 

 

総務課 

 
各ｺｰｽ 

 

 

 

 各種の交流活動が活発であり、広報活動を通して学校の取り組み

がよくわかると答える保護者の割合が 

 Ａ ９０％以上である 
 Ｂ ８０％以上である 

 Ｃ ７０％以上である 

 Ｄ ７０％未満である  

        Ａ 

 １２月末の保護者

アンケートで 
 

  ９５．０％ 

 

 近年年を重ねるごとに「よくわかる」と答える保護者の割合が増加し、今

年度も９５％という高い数値を得ることができた。芸術コースや外国語関係

の交流活動をはじめ、様々な活動に関するＰＲやＰＴＡ活動の活性化が奏功
していると考えられる。今後も更に活発に行っていきたい。 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

校種間交流や地

域と連携した取

り組みを積極的

に行い、広報活動
を充実させる。 

 

 

 

 

 
 

 

 

② 

 

 

 

 
 

 ホームページの更新回数を

増やし、地域や小中学校等との

交流や学校行事など、本校の特

色ある教育活動の様子を積極

的に発信する。 
 

 

総務課 

 

各ｺｰｽ 

 

 
 

  ホームページを通して学校の交流活動や教育活動に関する情報

の発信（更新回数）の年間総数が 

 Ａ １５０回以上である 

 Ｂ １２０回以上である 

 Ｃ １００回以上である 
 Ｄ １００回未満である 

        Ａ 

 年度末の集計で 

更新回数が 

 

     ２０１  回 
 

 プラスワンサポート事業により本校に配属されたＨＰに関する専門家によ

り、全職員に向けてのＩＴ機器利用についての説明や、ＨＰの全面改訂がな

され、職員全体がＨＰに対して前向きになり、学校長をはじめいくつもの部

署において様々な教育活動についての情報発信がなされ、目標を大きく上回

る更新が達成された。しかし、更新頻度がまだ不足している部署や部活動も
散見される。 

 

 

   
   

 

 

 
   

   
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
   

 
 

 

 

  

 
 

 

 
   

   

 

③ 

 
 

 

 

 保護者の携帯電話へのメー

ル配信を行い、ＰＴＡとの連携
を深め、本校の教育活動の円滑

化と活性化を図る。 

 

 

総務課 

 
各ｺｰｽ 

 

 

 メールを登録している保護者の割合が 

 Ａ ９０％以上である 
 Ｂ ８０％以上である 

 Ｃ ７５％以上である 

 Ｄ ７５％未満である 

        Ｃ 

 年度末の集計で 
 

    ７９．５％ 

 

 クラス担任を通じて１年間あらゆる機会を捉えては保護者にお願いを行い

、もう少しでＢ評価というところに留まった。メール導入時から比べると随
分多くなってはいるが、様々な緊急時や災害時に有効な手段でもあり、今後

とも１００パーセントを目指して呼びかけていきたい。 

 

④ 
 

 

 
 

 地域に根ざした学校づくり
を推進するため、生徒会が中心

になり奉仕活動を展開する。 

 
 

 

生徒課 
 

各学年 

 
 

 生徒が近隣地域での各種ボランティア活動に参加する回数が 
 Ａ ２５回以上である 

 Ｂ ２０回以上である 

 Ｃ １５回以上である 
 Ｄ １５回未満である   

        Ａ 
 ３月末現在で 

 

      ５３ 回 
 

 生徒会を中心に近隣の学校･施設を頻繁に訪問し、清掃・慰問・募金など各
種ボランティア活動を積極的に行っており、今後も継続していきたい。 

 今年度協力しようと計画していた地域の除雪ボランティアについては申し

込み時期を逸してしまい実現できなかったが、来年度は最優先事項として早
くから情報を収集し、計画的に取り組みたい。 

⑤ 

 

 

 
 

 

 地域の方々や保護者ととも

に行う行事の中で生徒一人ひ

とりが充実感・達成感の得られ

るよう生徒自らが主体的に企
画・運営する。          

 
 

生徒課 

 

各学年 

 
 

 

 行事終了後のアンケート調査で、充実感・達成感があったと答え

る生徒の割合が 

 Ａ ９０％以上である 

 Ｂ ８０％以上である 
 Ｃ ７０％以上である 

 Ｄ ７０％未満である   

        Ｂ 

 行事ごとの生徒ア

ンケートで 

 
  ８８．８％ 

 

 辰巳祭など多くの生徒課行事に対してほとんどの生徒が積極的・自主的に

参加するとともに、保護者に加えて地域の方々や同窓生、近隣の大学関係者

の協賛と交流をいただき、充実感･達成感を得られたと回答している。今後と

も学校を媒介として多くの方々との交流を大切にして発展的に企画・運営を
行っていきたい。 

 

⑥ 

 

 
 

 

 家庭との連携・協力を図りな

がら、服装、頭髪などの身だし

なみ指導を全職員で行い、地域
社会の一員であることを自覚

した学校生活を送る。 

 

生徒課 

 

各学年 
 

 

 服装容儀について生徒心得を守っていると答える生徒の割合が 

 Ａ ９５％以上である 

 Ｂ ８５％以上である 
 Ｃ ８０％以上である 

 Ｄ ８０％未満である 

        Ｂ 

 １月末の生徒アン

ケートで 
 

  ９１．８％ 

 学期の始めごとに全職員で登校指導を行い、各定期試験時には一斉に頭髪

服装検査を行った。それぞれの節目にしっかりと身なりを正させるだけでな

く、日々の学校生活の中での全教職員による生徒への声かけ自体を大切にし
た。それでも繰り返し注意を受ける生徒は若干名存在し、家庭と連携をとっ

て粘り強く指導する必要がある。 

⑦ 
 

 

 

 

 

 全教職員で協力し、時間の大
切さを自覚させ、遅刻の減少を

目指すことで規範意識の高揚

に努める。 

 

 

生徒課 
 

各学年 

 

 

 

 年間を通して遅刻５回以上の生徒数が 
 Ａ ３０人以下である 

 Ｂ ３５人以下である 

 Ｃ  ４０人未満である 

 Ｄ  ４０人以上である 

 

        Ｃ 
 ３月末の集計で 

 

       ３７人 

 

 

 判断基準を今年度より見直した項目である。冬季中の遅刻防止の呼びかけ
に生徒もよく応えてくれたが目標達成とはならなかった。ただし、遅刻自体

の数は昨年度より１４３人減少している。遅刻を重ねる生徒には早い段階か

ら保護者とともに面談を行い家庭の協力、改善点について確認した。今後は

「社会に求められる力とは何か」を考えさせ、規範意識の高揚に繫げる。 

 
 学校関係者評価委員会の評価 

 

マナーの向上など社会性が身についてきている。また、ボランティア等を率先して行ってくれ、地域住民としても学校全体に対して大変好感が持てる。東北の修学旅行で築かれ、新聞等に取り上げられ
た震災学習における絆が繋がれているようだが、大変うれしく思う。やさしく、思いやりの心をしっかり持った生徒がいることを誇りとして持ち続けてほしい。 

 

 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 
 

 全職員登校指導などの身だしなみや挨拶の指導は今後も継続して行い、地域から愛される学校を目指す。そして、成長した生徒の姿と学校の教育力をＰＴＡの広報活動やホームページばかりではなく

、地域の方の目に直接触れるような発信方法を今後検討する。また、清掃や除雪などのボランティア活動は生徒会だけでなく部活動などの組織の協力を得て、さらに拡大充実させる。遅刻指導に関して
は、今まで以上に個々の生徒に応じたきめ細かな指導を行うとともに、保護者への働きかけも密にして生徒の規範意識を高める中で遅刻者数を減少させたい。 



 


